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阪神都市圏の高速道路に関しては、複数の運営主体と料金体系が混在し、利用者にとって非常に分かりにくく、割高な料金となっています。

これらの課題を解決するために、料金体系の一元化による公平で利用しやすい料金体系を実現するとともに、地域の実情に応じ利用者にとって負担感を軽減する料金とすることが必要です。
上記の趣旨をふまえ、現在、国において新たな高速道路料金案が検討される中で、都市圏高速道路について持続可能な料金体系の実現を担保しつつ、下記の事項を実現されるよう提案します。
記
１．都市圏の高速道路の運営主体間で異なる料金体系を解消し、持続可能な「利用しやすい一元化した料金体系」の実現を図ることと併せ、その実現に必要な、ETCシステム・設備の早期整備を行うこと。

２．阪神高速道路の基本料金を料金圏のない対距離料金制とするにあたり、短距離利用に配慮するとともに、阪神高速西大阪線等の特定料金区間や環境ロードプライシング等、渋滞対策や環境改善などの地域課題解決のための割引施策を継続・拡充すること。
３．利用者の利用実態を踏まえ、現行料金と比べ大幅な負担増とならないよう、利用しやすい料金を設定すること。
４．「利用しやすい一元化した料金体系」が実現するまでの間、第二京阪道路等の三線連続利用割引等、複数の料金体系を利用した場合の利用者負担を軽減する割引を継続・拡充すること。また、渋滞緩和や輸送リスクを軽減するため、南大阪と国土軸を結ぶ経路等において、起終点が同じでもルートによって異なる料金格差を解消し、同程度の料金となる割引を実施すること。
５．阪神高速信濃橋渡り線の整備や新料金への移行にあわせた新神戸トンネルの阪神高速道路ネットワークへの組み入れなど、利用者に対する利便増進効果が早期に発現される施策を実施すること。
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